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道路橋教本－補修編－について
福岡市

道路橋教本－補修編－について

福岡市道路下水道局

道路管理部道路維持課

課長 宮本 能久

１．福岡市の橋梁の現状

●管理道路延長・・・・約３，８００ｋｍ

●管理橋梁数・・・・・・約２，１００橋
鋼 橋･････････ 約５０橋
コンクリート橋･･･約２０００橋

（PC橋･･･約５３０橋 ，RC橋･･･約１４７０橋）
混合橋･････････ 約５０橋

●１５ｍ以上の橋梁 ３７５橋 １５ｍ未満の橋梁 １７３３橋●１５ｍ以上の橋梁 ３７５橋，１５ｍ未満の橋梁 １７３３橋

約７５％は１９６０年代から１９７０年代の高度経済
成長期に建設されている。

２．アセットマネジメントへの取組み状況 ３．橋梁補修の対象橋梁
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４．道路橋教本作成の目的
・予防保全型補修への移行に伴い、補修工事の本格化
・橋梁の補修の設計にあたっては、橋梁部材の知識、損傷状況
の把握、損傷に応じた適切な工法の選定に関する基本知識が

欠不可欠

・現在出版されている橋梁の技術・解説書はコンサルタント等の
専門技術者を対象としたもの

・専門知識や技術力の乏しい地方自治体職員を対象としたもの
ではないではない

橋梁補修に必要な基礎知識の習得から補修対策工法の選定方
法まで基本的な考え方を網羅した教科書が必要
（写真や図を多用する）

５．橋梁の基礎知識①

５．橋梁の基礎知識②

ビジュアル化

（鳥瞰的 立体的）（鳥瞰的・立体的）

多方向から撮影した写真

５．橋梁の基礎知識③
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５．橋梁の基礎知識④

付属物

５．橋梁の基礎知識⑤

BOX形式

６．用語解説 ７．道路橋示方書設計の変遷
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８．橋梁部材の損傷解説

損傷形態

例）コンクリート部材

損傷形態

損傷写真

損傷概要

９．損傷の発生要因とメカニズム①
（うき、剥離・鉄筋露出）

（ 中性化 ）
９．損傷の発生要因とメカニズム②

（ 塩 害 ）
９．損傷の発生要因とメカニズム③
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（ アルカリシリカ反応 ）
９．損傷の発生要因とメカニズム④ １０．補修対策工の選定の基本的考え方①

例）コンクリート部材

１０．補修対策工の選定の基本的考え方② １１．補修対策工の説明①

ひびわれ注入工法
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１１．補修対策工の説明②

ひびわれ注入工法

１１．補修対策工の説明③

ひびわれ注入工法ひびわれ注入工法

１１．補修対策工の説明④

鋼板接着工法

１１．補修対策工の説明⑤

断面修復工法
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１２．今後の展開について

橋梁新技術・工法の積極的検討・導入

耐震対策

新たなマニュアルの作成

補強対策 （耐震編・補強編）

ご静聴ありがとうございました。


